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春
気
玲
瓏
に
し
て
、
桜
や
草
木
の
花
が
咲

き
初
め
、
万
物
に
清
朗
の
気
が
あ
ふ
れ
て
く

る
季
節
、
氏
子
の
皆
様
に
は
、
御
健
勝
に
て

日
日
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
も
氏
子
各
位
の
御
協
力

を
賜
わ
り
、
年
中
恒
例
の
諸
祭
事
諸
行
事
を

恙
な
く
御
奉
仕
し
、
報
本
反
始
の
誠
を
捧
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
敬
意

を
表
し
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
年

年
歳
歳
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
日
の

神
明
奉
仕
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
平
和
の

証
で
も
あ
り
ま
す
。

　
神
社
は
、
祭
祀
の
場
で
す
。
御
祭
神
の
御

加
護
と
御
神
徳
に
よ
る
豊
か
な
稔
り
を
願
い
、

古
か
ら
の
独
自
の
歴
史
と
伝
統
に
よ
り
春
に

は
豊
作
を
祈
り
、
秋
に
は
収
穫
を
感
謝
し
、

国
の
隆
昌
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
る
祭

が
連
綿
と
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
常
の

通
り
氏
子
の
皆
様
、
崇
敬
者
の
皆
様
か
ら
広

く
御
協
力
を
仰
ぎ
、
六
十
数
度
に
亘
る
恒
例

祭
典
を
厳
修
し
、
神
社
の
尊
厳
護
持
、
御
社

頭
御
隆
昌
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
明
年
平
成
二
十
八
丙
申
（
ひ
の
え
さ
る
）

年
は
、
七
年
目
毎
に
行
わ
れ
る
御
柱
祭
の
歳

に
当
り
ま
す
。
正
月
か
ら
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
の
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。
真

田
家
と
所
縁
の
深
い
神
社
で
あ
る
こ
と
を
広

く
伝
え
る
と
と
も
に
、
伝
統
の
式
年
大
祭
が

厳
粛
か
つ
盛
大
に
斎
行
で
き
、
諸
行
事
を
滞

り
無
く
無
事
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

諸
準
備
を
進
め
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
は
、
神
社
規
則
に
よ
る
総
代
役
員
の

改
選
期
に
当
た
り

ま
す
。
二
月
末
を

も
っ
て
十
一
名
の

総
代
が
、
神
社
の

発
展
に
寄
与
し
多

大
な
る
御
功
績
を

残
さ
れ
御
退
任
に

な
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
年
の
御
奉
仕
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
終
に
、
氏
子
の
皆
様
は
御
繁
忙
な
時
節
か

と
存
じ
ま
す
。
御
健
康
に
御
留
意
さ
れ
、
夫

夫
が
荷
な
い
持
つ
職
業
に
御
精
励
戴
き
、
満

ち
足
り
た
日
日
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念

し
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

宮
司
　
武
藤
　
美
登

ご
あ
い
さ
つ

平成二十二年に行われた
御柱大祭

１月１５日　蟇目鳴弦
東西南北天地に向って矢を放ち、邪気を追い
払います　

御
筒
粥
卜
お
札

午
年
か
ら
未
年
に
暦
が
改
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、生
島
足
島
神
社
も
三
月
か
ら
、新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
し
い
年
の
御
加
護
と
新
年
度
の
希
望
に
向
け
た
抱
負
を
宮
司
さ
ん
と

総
代
長
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

１月１５日　蛙狩神事
ウツギの弓矢を用いるため、その毒により蛙が
いなくなるといわれています
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陽
春
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

増
々
御
清
祥
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
常

日
頃
よ
り
神
社
の
護
持
、
運
営
、
及
び
斯
界
発
展
の
為
に
御
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
事
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
ず
、
畏
く
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
遠
く

南
の
島
パ
ラ
オ
に
赴
か
れ
戦
後
七
十
年
が
経
っ
た
こ
の
時
期
に

先
の
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
英
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
一
つ
の

区
切
を
付
け
ら
れ
た
事
に
多
く
の
国
民
は
共
鳴
を
感
じ
ら
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
神
社
に
付
い
て
は
去
る
二
月
十
二
日
に
新
し
く
建
設

を
い
た
し
ま
し
た
斎
館
別
館
が
完
成
し
、
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
写
真
館
の
夢
う
さ
ぎ
に
貸
付
を
致
し
ま
し
た
。
神
社
写
真
室

と
し
て
七
五
三
祝
、
結
婚
式
、
初
宮
詣
り
等
多
く
の
人
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
七
年
目
毎
に
行
わ
れ
る
御
柱
大
祭
の
年
に
当
り
、

さ
ら
に
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
す
。
新
幹
線
の
開
通
等
大
き
な
行
事
が
続
き
ま
す
が
、
八
月

に
は
御
柱
総
代
等
の
選
出
を
お
願
い
し
充
分
な
体
制
を
整
え
て

大
祭
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
す
様
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
絶

大
な
る
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
又
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に

あ
た
り
真
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
と
し
て
多
く
の
人
々
に
御
立
寄

い
た
だ
く
様
に
努
力
を
致
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
氏
子
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
健
康
に
御
留

意
さ
れ
、
満
ち
た
り
た
日
日
を
過
ご
さ
れ
ま
す
様
御
祈
念
申
し

上
げ
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　
三
月
二
十
九
日（
日
）、斎
館
大
会
議
室
に
お
い
て
午
後
四
時
か
ら

多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、氏
子
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
正
一
自
治
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、左
記
の
議
事
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

一
、平
成
二
十
六
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

二
、事
業
計
画
に
つ
い
て

三
、平
成
二
十
七
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

四
、境
内
清
掃
出
役
に
つ
い
て
十
一
月
二
十
二
日（
日
）午
前
六
時
半

か
ら
と
議
決
さ
れ
る
）以
上
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
応
答
の
後
、退
任

者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、斉
藤
喜
美
男
氏
の
答
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

 

責
任
役
員
の
紹
介
な
ど
の
あ
と
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

総
代
長
　
依
田
　
延
嘉

氏
子
定
期
総
会

◀武藤宮司の挨拶

３月２９日▶
午後４時から　
斎館大会議室　
において　

氏子定期総会開催　

◀平成２６年度
　収支決算について、
　前経理部長の鳴滝正夫氏より
　決算報告が行われました。
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何
卒
、
御
支
援
御
協
力
を

　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
総
代
の
方
々 

（
敬
称
略
）

新
任
総
代
の
方
々 

（
敬
称
略
）

9班
上野　隆夫

広報部

8班
野村　功一

祭典部

7班
村山　隆之

総務部

6班
金井　栄三

総務部

6班
宮下　嘉一

管理部

5班
伊藤　治明

経理部

2班
依田　繁幸

管理部

氏
子
総
代
長 

　
　
　
　
依
田
　
延
嘉（
四
班
）

副
総
代
長
・
総
務
部
長
　 

伊
藤
　
正
二（
十
班
）

副
総
代
長
・
経
理
部
長
　 

伊
藤
　
正
彦（
三
班
）

祭
典
部
長
　 

横
山
　
正
直（
十
班
）

管
理
部
長
　 

木
本
　
昭
征（
一
班
）

広
報
部
長
　 

島
田
　
信
夫（
十
班
）

山
田
　
敏
久（
一
班
）

依
田
　
繁
幸（
二
班
）

斎
藤
　
正
彦（
四
班
）

伊
藤
　
治
明（
五
班
）

依
田
　
一
幸（
五
班
）

宮
下
　
嘉
一（
六
班
）

金
井
　
栄
三（
六
班
）

村
山
　
隆
之（
七
班
）

多
田
　
恒
巳（
八
班
）

野
村
　
功
一（
八
班
）

大
塚
　
岩
男（
九
班
）

上
野
　
隆
夫（
九
班
）

村
山
　
辰
夫（
九
班
）

小
宮
山
幸
男（
十
班
）

ま
た
、
氏
子
総
代
を
満
期
辞
任
さ
れ
た
十
三

名
の
方
々
は
神
社
の
た
め
、
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
（
敬
称
略
）

総 

代 

長
・
依
田
　
延
嘉
（
前
総
代
長
・
四
班
）

副
総
代
長
･
斉
藤
喜
美
男（
前
総
務
部
長
･
七
班
）

宮
下
今
朝
雄
　（
前
祭
典
部
長
･
六
班
）

島
田
　
信
夫
　（
前
広
報
部
長
・
十
班
）

南
波
　
和
敬
　
　
　（
前
総
代
・
二
班
）

関
　
　
和
行
　
　
　（
前
総
代
・
三
班
）

南
波
　
茂
樹
　
　
　（
前
総
代
・
五
班
）

松
澤
　
康
夫
　
　
　（
前
総
代
・
六
班
）

村
山
　
保
人
　
　
　（
前
総
代
・
八
班
）

宮
下
　
真
澄
　
　
　（
前
総
代
・
九
班
）

中
川
　
謙
治
　
　
　（
前
総
代
・
九
班
）

小
林
　
茂
夫
　
　
　（
前
総
代
・
十
班
）

鳴
滝
　
正
夫
　
　（
経
理
部
長
・
十
班
）

途
中
退
任

　 

　
　
　
　
大
変
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

武藤宮司と
依田総代長より
感謝状の贈呈

武藤宮司と
依田総代長より
感謝状の贈呈

退任の挨拶を
述べる、前総務部長の
斉藤喜美男氏

退任の挨拶を
述べる、前総務部長の
斉藤喜美男氏

新任役員の方 （々後列左側から、敬称略）　
総代長　   依田延嘉、 総務部長　伊藤正二、
経理部長　伊藤正彦、 管理部長　木本昭征、
祭典部長　横山正直、 広報部長　島田信夫。

以上の皆さん

新任役員の方 （々後列左側から、敬称略）　
総代長　   依田延嘉、 総務部長　伊藤正二、
経理部長　伊藤正彦、 管理部長　木本昭征、
祭典部長　横山正直、 広報部長　島田信夫。

以上の皆さん

平
成
二
十
七
年
度 

氏
子
総
代
・
役
員

平
成
二
十
七
年
度 

氏
子
総
代
・
役
員

10班
小宮山幸男

祭典部

9班
村山　辰夫

広報部

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

一
、御
柱
に
向
か
い
寄
付
金
六
千
万
円
目
標
に
氏

子
・
総
代
全
員
で
協
力
を
要
請
し
て
行
く
。

二
、真
田
丸
放
映
に
向
け
て
上
田
市
の
予
算
二
十

七
億
円 

生
島
足
島
神
社
も
便
乗
し一
気
に
宣

伝
効
果
を
上
げ
神
社
運
営
の
向
上
を
図
る
。

三
、上
田
市
全
体
で
生
島
足
島
神
社
の
大
き
な
看

板
が
6
ヶ
所
に
あ
る
が
色
あ
せ
大
分
傷
ん
で
い

る
、真
田
丸
放
映
に
向
け
修
理
を
検
討
し
て
行

く
。

四
、別
所
線
下
之
郷
駅
よ
り
生
島
足
島
神
社
ま
で

行
く
参
道
に
幟
な
ど
を
置
き
神
社
ま
で
誘
導

出
来
る
よ
う
に
す
る
。 

五
、参
拝
者
に
は
総
代
全
員
が
笑
顔
で
挨
拶
す
る
。  

六
、境
内
駐
車
場
の
事
故
防
止
・
無
断
駐
車
の
防
止
。

七
、総
代
・
職
員
の
親
睦
を
は
か
り
、旅
行
、親
睦
会

等
の
計
画
。

総
務
部
事
業
計
画

総
務
部
長

　
　伊
藤

　正
二
（
十
班
）
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一
、
会
計
業
務

　
　
一
、
現
金
支
払
い
の
現
金
出
納
帳
を
記
帳
し
、
手
持
ち
の
現
金
を
管
理
す
る
。

　
　
二
、
日
々
の
収
支
を
日
計
簿
に
記
帳
し
、
月
計
表
等
を
作
成
す
る
。
毎
月
、
役
員
会
に
て
監

　
　
　
　
査
を
受
け
る
。

　
　
三
、
年
二
回
、
会
計
監
査
を
受
け
、
関
係
書
類
等
を
準
備
す
る
。

　
　
四
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
、
予
算
書
を
作
成
し
、
定
期
総
会
に
て
提
案
す
る
。

　
　
五
、
総
代
（
婦
人
部
）
手
当
て
の
支
給
、
職
員
奉
給
の
振
り
込
み
を
行
う
。

　
　
六
、
週
初
め
、
週
末
に
金
融
機
関
へ
行
き
、
初
穂
料
入
金
、
賽
銭
入
金
確
認
、
各
種
振
り
込

　
　
　
　
み
を
行
う
。

二
、
備
品
（
飲
食
物
を
含
む
）
の
手
配

　
　
一
、
祭
典
及
び
会
合
の
後
、
直
会
の
あ
る
場
合
は
、
飲
物
・
皿
盛
り
等
の
手
配
を
行
う
。

　
　
二
、
総
代
出
役
な
ど
の
際
、
飲
物
・
弁
当
の
手
配
を
行
う
。

　
　
三
、
事
務
備
品
、
作
業
備
品
の
手
配
を
行
う
。

三
、
御
柱
寄
付
の
準
備
及
び
推
進

　
　
一
、
今
年
度
よ
り
来
年
に
向
け
て
御
柱
の
広
報
及
び
寄
付
依
頼
。

四
、
真
田
丸
放
映
に
対
応

　
　
一
、
幟
旗
及
び
各
種
広
告
掲
載
。

祭
典
部
事
業
計
画

一
、
祭
典
参
進
前
の
手
水
の
儀
、
警
護
、
扉
、
柵
、
注
連
縄
の
開
閉
他
、

　
　
準
備
、
片
付
け
の
手
伝
い
。
　

二
、
結
婚
式
の
準
備
、
片
付
け
、
浦
安
の
舞
の
練
習
時
の
世
話
役
。

三
、
年
末
年
始
の
準
備
、
注
連
縄
作
り
等
の
作
事
を
早
め
に
行
う
。

四
、
名
入
れ
だ
る
ま
、
福
だ
る
ま
の
目
入
れ
、
福
升
の
焼
印
押
し
等
、
事
前
準
備
。

五
、
山
榊（
そ
よ
ご
）、空
木
（
ウ
ツ
ギ
）、ヨ
シ
等
の
採
取
、
ま
た
採
取
場
所
の
環
境
が
変
化

　
　
し
て
い
る
の
で
対
策
を
考
慮
す
る
。

六
、
結
界
作
り
用
の
青
竹
取
り
、
地
主
、
持
ち
主
に
事
前
に
お
願
い
し
て
お
く
。

七
、
各
部
と
協
力
し
て
作
業
、
準
備
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
様
に
す
る
事
。

八
、
祭
事
に
つ
い
て
神
職
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

九
、
年
二
〜
三
回
、
注
連
縄
、
紙
垂
を
取
り
替
え
る
。

十
、
新
し
い
部
員
に
早
く
仕
事
の
内
容
段
取
り
を
覚
え
て
も
ら
う
。

祭
典
部
長

　横
山
正
直
（
十
班
）

管
理
部
事
業
計
画

一
、
境
内
清
掃

　
　
宮
池
、
水
口
。
排
水
溝
の
管
理
清
掃
を
定
期
的
に
行
う
。

　
　
第
二
駐
車
場
の
清
掃

　
　
境
内
、
枯
れ
木
、
支
障
木
の
除
去
作
業
（
一
部
外
注
あ
り
）

　
　
草
刈
り
の
業
務
、
境
内
、
参
道
、
御
旅
所
、
山
宮
（
各
所
　
年
二
〜
三
回
）

　
　
下
之
郷
双
葉
会
の
清
掃
業
務
あ
り

　
　
境
内
建
造
物
、
屋
根
の
落
ち
葉
な
ど
の
除
去
作
業
。

二
、
境
内
整
備

　
　
宮
池
西
側
フ
ェ
ン
ス
通
り
に
牡
丹
、
ア
ジ
サ
イ
の
補
植
を
し
て
環
境
を
良
く
す
る
。

　
　
子
安
社
周
り
に
草
花
を
移
植
し
環
境
を
良
く
す
る
。

　
　
生
島
公
園
の
管
理
、
榊
、
八
重
桜
の
木
、
垂
れ
柳
、
そ
の
他
の
手
入
れ
。

　
　
山
宮
、
御
柱
用
材
植
林
地
の
手
入
れ
、
須
川
　
社
有
地
の
手
入
れ
。

　
　
宮
池
の
資
質
浄
化
に
伴
う
水
利
管
理
、
地
区
水
利
委
員
会
打
合
せ
。

三
、
各
部
と
の
連
絡
業
務

　
　
祭
典
部
　
各
祭
事
の
準
備
・
要
請
有
り
次
第
対
応
す
る
。

　
　
広
報
部
　
各
業
務
の
準
備
・
各
イ
ベ
ン
ト
準
備
な
ど
。

四
、
年
末
年
始
の
準
備

　
　
薪
作
り
　
春
に
準
備
す
る
。
山
宮
、
東
山
よ
り
調
達
す
る
。
お
焚
き
上
げ
用
は
年
末
に

　
　
東
山
よ
り
調
達
す
る
。
（
軽
ト
ラ
十
〜
十
五
台
）

　
　
ス
ト
ー
ブ
、
灯
油
の
準
備
、
照
明
設
備
、
駐
車
場
（
一
部
外
注
）

　
　
各
駐
車
場
の
白
線
引
き
、
雪
つ
き
用
具
の
準
備
。

　
　
ダ
ル
マ
売
り
場
、
縁
起
物
売
り
場
の
準
備
。

　
　
本
殿
周
り
の
参
拝
者
の
対
応
の
準
備
な
ど
。

　
　
道
路
標
識
の
準
備
点
検
設
置
な
ど
。

五
、
資
源
物
の
管
理

　
　
資
源
物
管
理
は
管
理
部
で
毎
月
第
三
金
曜
日
に
当
番
表
に
よ
り
行
う
。

六
、
車
両
の
管
理

　
　
車
検
、
点
検
（
指
定
販
売
店
）

　
　
タ
イ
ヤ
交
換
　
夏
、
冬
履
き
替
え
。

七
、
倉
庫
、
西
ハ
ウ
ス
管
理

　
　
各
道
具
、
工
具
、
御
柱
の
道
具
、
お
神
輿
、
整
備
・
点
検
。

　
　
整
理
整
頓
、
各
種
、
燃
料
、
点
検
。

　
　
西
第
二
ハ
ウ
ス
の
各
機
具
、
道
具
、
ほ
か
整
理
整
頓
。

八
、
消
防
庫
管
理

　
　
ポ
ン
プ
の
燃
料
、
凍
結
防
止
、
そ
の
他
。

　
　
防
災
訓
練
、
神
職
、
管
理
会
社
と
定
期
点
検
を
行
う
。

九
、
備
品
の
在
庫
の
確
認

　
　
在
庫
表
の
作
成
。

十
、
斎
館
と
別
館

　
　
斎
館
と
別
館
の
整
備
に
関
わ
る
事
項
、
管
理
、
他
。

十
一
、
御
柱
大
祭
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
六
、
一
七
、
一
八
日
）
と
寄
付

　
　
真
田
丸
の
放
映
に
関
わ
る
準
備
、
他
。

管
理
部
長

　木
本
昭
征
（
一
班
）

経
理
部
事
業
計
画
経
理
部
長

　伊
藤
正
彦
（
三
班
）
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広
報
部
事
業
計
画

広
報
部
長

　島
田
信
夫
（
十
班
）

　
昨
年
十
二
月
晦
日
は
寒
風
と
時
々
吹
雪
と
な
っ
た
悪
天

候
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
年
参
り
と
初
詣
に
来
社
さ
れ

参
拝
者
も
午
前
二
時
頃
に
は
人
影
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
元
旦
の
天
候
も
曇
り
空
で
し
た
が
、
初
詣
に
来
ら
れ

た
参
拝
者
は
今
年
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
た
。

　
三
が
日
、
参
拝
の
列
は
御
神
橋
か
ら
東
鳥
居
を
経
て

神
池
の
外
周
道
路
沿
い
を
下
之
郷
交
差
点
ま
で
続
く
長

い
列
が
で
き
た
。

　
今
年
の
駐
車
場
は
報
恩
殿
の
跡
地
も
使
わ
れ
た
が
、

参
道
ま
で
満
車
に
な
る
状
況
だ
っ
た
。

　
一
月
十
五
日
ま
で
縁
起
物
の
福
だ
る
ま
・
招
き
猫
の

市
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
よ
り
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
が

多
か
っ
た
。

初 

詣
初 

詣

　
平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
（
火
）
午
後
二
時
か
ら

御
本
社
に
於
い
て
節
分
追
儺
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

参
列
招
待
者
六
十
名
ほ
ど
が
裃
姿
で
参
拝
。
永
年
の

会
員
年
度
表
彰
が
行
わ
れ
、
午
後
三
時
三
十
分
か
ら

は
歌
舞
伎
舞
台
前
庭
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
か
ら
「
鬼
や

ら
い
豆
撒
き
」
が
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
善
男
善
女
が
両
手

を
伸
ば
し
、
福
豆
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

お参りの後、
御神酒を頂く
参拝者

お参りの後、
御神酒を頂く
参拝者

寒風や時々吹雪の中、
二年参り・初詣に

来られた参拝者

寒風や時々吹雪の中、
二年参り・初詣に

来られた参拝者

今年の幸せを願って
お参りする方々 
今年の幸せを願って
お参りする方々 

節
分
追
儺
祭
及
び

会
員
年
度
表
彰
式
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

節分追儺祭の後、歌舞伎舞台庭の特設ステージにおいて
「鬼やらい豆撒き」が行われました。

節
分
追
儺
祭
・
鬼
や
ら
い
豆
撒
き

一「
神
社
境
内
に
お
け
る
事
業
」に
つ
い
て

一
、
季
節
ご
と
、神
社
大
型
看
板
の
差
し
替
え
設
置
。

二「
神
社
内
で
の
記
録
写
真
の
撮
影
と
編
集
保
存
整
理
」

    

に
つ
い
て

一
、
神
社
の
祭
典
・
行
事
、及
び
境
内
の
整
備
な
ど
の
記
録
写

　
　
真
…
主
に
神
社
の
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
。（
祭
事
等
は
一

　
　
回
限
り
の
事
で
あ
り
、一
人
で
撮
影
す
る
よ
り
二
人
で
撮

　
　
影
す
る
と
失
敗
が
少
な
い
）。

二
、
写
真
デ
ー
タ
の
整
理
・
保
存
…
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
整
理
。

　
　
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ（
年
ご
と
に
仕
分
け
し
、月
日
ご
と
に
フ
ォ
ル

　
　
ダ
に
名
前
を
付
け
て
フ
ァ
イ
ル
で
整
理
す
る
）に
保
存
す
る

　
　
こ
と
に
よ
り
デ
ー
タ
を
読
み
出
し
や
す
く
す
る
。

三「
神
社
便
り
の
発
行
」に
つ
い
て

一
、
年
間
、二
回（
四
〜
五
月
、十
〜
十
一
月
）見
開
き
ペ
ー
ジ
で

　
　
発
行
。

二
、
五
〇
〇
部
印
刷
…
下
之
郷
自
治
会
の
各
戸
へ
班
長
経

　
　
由
で
配
付
。

　
　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
管
理
事
務
所
へ
三
十
五
部
配
付
。

四「
神
社
祭
事・イ
ベ
ン
ト
」「
許
可
書
の
手
配
」に
つ
い
て

一
、
対
揖
・
参
進（
席
札
の
貼
付
け
確
認
）時
の
整
列
・
誘
導
。

二
、
祇
園
祭
の
道
路
使
用
許
可
申
請
書
の
提
出（
警
察
）

三
、
祇
園
祭
子
供
神
輿
集
合
写
真
撮
影
…
学
年
別
に
撮
影
。

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
経
由
し
、各
自
へ
配
付
。

四
、
煙
火
の
打
ち
上
げ
依
頼
、消
防
署
へ
の
届
出
書
の
作
成・提
出
。

五「
福
だ
る
ま
頒
布
」に
つ
い
て

一
、
福
だ
る
ま
と
招
き
猫
の
在
庫
確
認
と
新
規
発
注
、早
期

　
　
仕
入
れ

二
、
名
入
れ
だ
る
ま
の
受
注
・
仕
入
れ
。目
入
れ
と
清
祓
い

三
、
福
だ
る
ま・
招
き
猫
の
頒
布
一
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
。

　
　
ダ
ル
マ
会
計
簿
作
成
。

六「
メ
デ
ィ
ア・マ
ス
コ
ミ
関
係
」に
つ
い
て

一
、
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
更
新
や
追
加
事
項
。新
聞

　
　
社
な
ど
へ
情
報
提
供

二
、
真
田
丸
テ
レ
ビ
放
映
に
関
連
し
た
神
社（
諏
訪
社
）の
宣
伝
。

三
、
平
成
二
十
八
年
の
御
柱
大
祭
に
関
連
し
た
情
報
発
信
な

　
　
ど
。
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[

注]　「
拾
五
貫
文
を
下
之
郷
明
神（
生
島
足
島
神
社
）

の
本
願
宮
の
社
殿
造
営
の
費
用
を
捻
出
す
る
土
地

と
し
て
、社
側
に
預
け
お
く
か
ら
、毎
年
修
理
に
か

か
っ
た
費
用
の
支
出
明
細
を
奉
行（
役
人
）に
提
出

す
る
こ
と
。な
お
細
か
い
こ
と
は
木
村
土
佐
守
・石
川

喜
左
衛
門（
い
ず
れ
も
信
幸
の
家
臣
）か
ら
申
し
わ

た
す
」と
信
幸
が
慶
長
十
三
年（
一六
〇
八
）、神
主
の

工
藤
長
七
郎
に
申
し
渡
し
た
朱
印
状
。

　
生
島
足
島
神
社
の
境
内
に
は
神
池
の
外
側
に
本

願
宮
を
祀
る
境
内
社
が
あ
る
。上
田
城
主
の
真
田

信
幸
は「
定
書
」を
し
て
神
主
の
工
藤
長
七
に
宛
て

た
朱
印
状
で
あ
る
。

　
な
お
信
幸
は
こ
の
二
年
後
に
、生
島
足
島
神
社
の

真
向
か
い
に
摂
社（
本
社
に
関
係
の
あ
る
神
を
祀
っ

た
社
）諏
訪
社
本
殿
を
再
建
し
寄
進
し
て
い
る
。

　
本
願
宮
と
は
、現
在
の
荒
魂
社
と
さ
れ
る
。

真
田
家
ゆ
か
り
の

　
生
島
足
島
神
社

長
野
県
宝

生
島
足
島
神
社
摂

社
諏
訪
社
本
殿
及
び

門

　
こ
の
本
殿
は
、慶
長
十
五（
一六
一
〇
）年
に
上
田
藩
主
真
田
信
之

の
寄
進
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
、棟
札
に
は
本
殿
の
部
材
を

一
本
の
木
か
ら
す
べ
て
作
っ
た
こ
と
、大
工
棟
梁
が
宮
坂
勘
四
郎
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
本
殿
の
全
体
の
形
式
は
正
面
の
柱
間
が
二
．八ｍ
の
規
模
の一
間
社

流
造
で
、屋
根
は
銅
板
葺（
元
こ
け
ら
葺
）で
あ
る
。社
殿
の
軸
部
は

全
体
に
彩
色
を
施
し
て
い
る
。現
在
の
塗
装
は
昭
和
十
六
年
の
塗

り
替
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
塗
装（
朱

漆
塗
、胡
粉（
こ
ふ
ん
）塗
な
ど
）が
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
こ
の
本
殿
は
、全
体
の
建
ち
が
高
く
、軽
快
な
感
じ
が
す
る
点
が

特
徴
で
あ
る
。向
拝（
ご
は
い
）の
頭
貫
上
部
に
あ
る
蟇
股（
か
え
る

ま
た
）（
表
側
に
竜
、背
面
に
雲
を
彫
る
）、扉
の
上
方
に
あ
る
蟇
股

（
雲
・
麒
麟（
き
り
ん
）に
立
体
的
で
精
巧
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る

点
、脇
障
子
の
上
部
に
熨
斗（
の
し
）結
び
の
透
し
彫
り
を
入
れ
て

い
る
点
な
ど
、こ
の
時
代
に
中
央
で
盛
ん
に
な
っ
た
桃
山
様
式
を
表

現
し
て
い
る
。                                                 

　
な
お
本
殿
手
前
に
あ
る
門
も
同
時
期
の
建
築
と
考
え
ら
れ
る
。

門
は
、当
初
は
内
部
に
床
を
張
っ
た
諏
訪
系
の
神
社
に
み
ら
れ
る

「
御
門
屋（
み
か
ど
や
）」の
形
式
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
痕
跡
か
ら

確
認
で
き
、こ
の
形
式
の
門
と
し
て
は
県
内
で一
番
古
い
。

　
生
島
足
島
神
社
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
、平
安
時
代
に
制
定
さ
れ

た
延
喜
式
に「
生
嶋
足
嶋
神
社
二
座
名
神
大
社
」と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。戦
国
時
代
に
は
武
田
氏
や
真
田
氏
が
崇
敬
を
寄
せ
、江
戸
時

代
に
は
歴
代
上
田
藩
主
の
厚
い
庇
護
を
受
け
て
き
た
由
緒
あ
る
神
社

で
あ
る
。

　
神
社
境
内
に
は
、池
に
囲
ま
れ
た
神
の
上
に
、権
現
造
り
の
本
社

（
昭
和
十
六
年
）が
北
面
し
て
建
ち
、そ
れ
に
正
対
す
る
よ
う
に
摂
社

諏
訪
社
本
殿（
県
宝
）が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
本
殿
内
殿
は
、か
つ
て
は
屋
外
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、十
八
世
紀
後

期
か
ら
十
九
世
紀
初
期
の
時
期
に
覆
屋
と
し
て
の
本
殿
が
建
て
ら
れ
、

屋
内
の
内
殿
と
な
っ
た
。

　
現
在
の
内
殿
の
規
模
は
桁
行（
正
面
）柱
間
三
間（
４
．８
２ｍ
）梁
行

（
側
面
）柱
間
二
間（
３
．１
０ｍ
）で
屋
根
は
切
妻
造
り
の
厚
板
張
り

（
当
時
は
杮
葺
）で
す
。内
部
は
、向
かって
左
側
二
間
が
内
陣
、右
側一

間
が
外
陣（
げ
じ
ん
）と
な
って
い
る
。外
陣
は
、諏
訪
大
神
が
半
年
間
、

生
島・足
島
両
神
に
ご
飯（
粥
）を
炊
い
て
奉
っ
た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ

て
、そ
の
伝
承
を
受
け
継
ぐ
御
籠
祭
と
呼
ば
れ
る
神
事
が
現
在
も
行

わ
れ
て
い
る
。

　
内
陣
の
周
囲
は
大
部
分
が
板
壁
で
内
外
陣
境
に
片
引
き
板
戸
の

潜
り
戸
が
あ
る
。正
面
中
央
柱
間
に
は
片
引
き
戸
の
戸
口
が
あ
る
が
、

当
初
は
窓
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。当
初
は
向
拝（
ご
は
い
）が
存
在

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。床
は
、内
陣・外
陣
と
も
土
間
と
な
っ
て
お
り
、

内
陣
の
土
間
が
本
神
社
の
御
神
体
と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、万
物
を

育
む
大
地
を
神
と
し
て
崇
め
る
最
も
古
い
神
社
の
形
式
を
伝
え
る
も

の
で
あ
る
。

　
主
要
な
部
材
は
欅
材
で
、表
面
は
手
斧（
ち
ょ
う
な
）仕
上
げ
の
上

を
丁
寧
に
削
り
磨
い
て
い
る
。外
面
し
た
部
材
の一部
に
は
朱
な
ど
で
彩

色
し
た
跡
が
残
る
。軸
部
は
、粽（
ち
ま
き
）・礎
盤（
そ
ば
ん
）・大
瓶
束

（
た
いへい
づ
か
）等
を
用
い
た
室
町
時
代
の
様
式
で
、そ
の
特
徴
か
ら
建

築
年
代
は
、天
文
年
間（一五
二
二
〜一五
五
五
）頃
と
推
定
さ
れ
る
。　

真
田
信
幸
朱
印
状

蟇股　㊤竜
㊦キリン
蟇股　㊤竜
㊦キリン

「門」（県宝）「門」（県宝）

諏訪社本殿（県宝）諏訪社本殿（県宝）

東南から望むご本社東南から望むご本社御本社本殿御本社本殿 真田家ゆかりの案内幟真田家ゆかりの案内幟
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憲
法
記
念
日
　
五
月
　
　
　
三
日
（
日
）

み
ど
り
の
日
　
五
月
　
　
　
四
日
（
月
）

こ
ど
も
の
日
　
五
月
　
　
　
五
日
（
火
）

振

替

休

日
　
五
月
　
　
　
六
日
（
水
）

海

の

日
　
七
月
　
　
二
十
日
（
月
）

祝
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
て

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！！

　
氏
子
総
代
を
満
期
辞
任
さ
れ
た
十
一
名
の

方
々
が
、
新
し
い
総
代
に
入
れ
代
わ
り
、
慣

れ
な
い
方
が
過
半
数
で
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
、
御

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
部
）

編
集
後
記

編
集
後
記

こ
れ
か
ら
の
主
な
祭
事・行
事

六
月
　
　
一
日
　
六
月
月
次
祭

六
月
二
十
五
日
　
御
歳
代
田
作
り

六
月
　
三
十
日
　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園

　
　
　
　
　
　
　
天
王
降
祭

六
月
　
三
十
日
　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）

七
月
　
　
一
日
　
七
月
月
次
祭

七
月
二
十
六
日
　
祇
園
祭 

子
供
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭

七
月
二
十
七
日
　
御
歳
代
植
苗
祭
（
御
田
植
神
事
）

　
　
　
　
　
　
　
並
祇
園
祭
　

ろ
く
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

み
と
し
ろ
た
づ
く
り

み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に
ぎ
お
ん

て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り

ろ
く
が
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き   

（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

し
ち
が
つ
の
つ
き
な
み
さ
い

ぎ
お
ん
さ
い(

ぎ
お
ん
ま
つ
り)

し
も
の
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う
こ
く
さ
い

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い   

（

お
た
う

え
し
ん
じ

）

な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

[

注]　「
何
ん
の
郷
村
で
あ
っ
て
も
、柳
の
木
を
生
島
足
島
神

社
が
必
要
で
あ
る
と
き
は
、異
議
な
く
切
る
こ
と
を
許

可
す
る
。」と
い
う
も
の
。

　
真
田
昌
幸
は
生
島
足
島
神
社
で
使
用
す
る
柳
の
木

を
、坂
木
筋（
埴
科
郡
坂
城
町
一
帯
）庄
内
筋（
更
級
郡

村
上
村
一
帯
）塩
田
筋（
上
田
市
塩
田
平
一
帯
）の
各
郷
村

で
伐
る
事
を
許
可
し
た
朱
印
状
で
あ
る
。

　
生
島
足
島
神
社
に
は
、東
西
両
参
道
の
入
り
口
に
朱

塗
の
鳥
居
と
神
門
が
あ
る
が
、往
古
は
西
参
道
だ
け
で

あ
っ
た
。後
世（
享
保
四
年
）修
造
の
際
、東
参
道
を
設
け

鳥
居
と
神
門
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。こ
の
神
門
は
昔
は

柳
の
木
で
建
て
替
え
ら
れ
、ま
た
神
門
に
掲
げ
る
神
名

板（
生
島・足
島・諏
訪
上
下
大
明
神
な
ど
十
七
の
神
名

を
書
い
た
厚
板
）も
柳
の
木
で
新
調
さ
れ
た
と
い
う
。今

で
も
毎
年
一
月
八
日
に
行
わ
れ
て
い
る「
御
門
祭
」は
当

社
の
大
切
な
伝
統
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
文
書
は
、真
田
昌
幸
が
上
田
城
築
城
後
の
、天

正
十
四
年（
一五
八
六
）こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。    

真
田
昌
幸
朱
印
状

[

注]　「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
下
之
郷
社
領
四
十
貫
文
を
寄

進
す
る
か
ら
、ま
す
ま
す
祈
念
勤
行（
ご
ん
ぎ
ょ
う
）す
る

よ
う
に
。」と
真
田
信
幸（
信
之
）が
六
供
僧（
生
島
足
島

神
社
に
仕
え
る
僧
）や
神
官
に
申
し
伝
え
た
寄
進
状
。

　
こ
の
文
書
の
前
年
、慶
長
五
年（
一六
〇
〇
）の
関
ヶ
原

の
合
戦
は
、真
田
氏
一
族
に
と
っ
て
命
運
を
分
け
る
最
大

の
事
件
で
あ
っ
た
。そ
の
翌
年
上
田
城
主
と
な
っ
た
真
田

信
幸
が
、生
島
足
島
神
社
に
捧
げ
た
貴
重
な
寄
進
状
で

あ
る
。 真

田
信
幸
寄
進
状

境
内
に
案
内
板
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

◀戦国武将が必勝祈願
　に参拝された摂社
　「諏訪社」

◀戦国武将が必勝祈願
　に参拝された摂社
　「諏訪社」

▲順路の案内看板▲順路の案内看板

今でも毎年一月八日に行われている
「御門祭」
今でも毎年一月八日に行われている
「御門祭」

▲八幡社・荒魂社・秋葉社方面などを
　知らせる看板を設置しました。
▲八幡社・荒魂社・秋葉社方面などを
　知らせる看板を設置しました。

▲真田信幸（信之）が寄進した摂社「諏訪社」
　がある方向を案内する看板を設置
▲真田信幸（信之）が寄進した摂社「諏訪社」
　がある方向を案内する看板を設置

▲駐車場の境内案内掲示版横に真田ゆかり
　の神社を知らせる看板を設置しました。
▲駐車場の境内案内掲示版横に真田ゆかり
　の神社を知らせる看板を設置しました。

宮池の歩道沿いへ▶
真田ゆかりの神社　
を知らせる幟旗　

宮池の歩道沿いへ▶
真田ゆかりの神社　
を知らせる幟旗　

　１６０９年「金１両＝銀６０匁＝
銭４貫文（４０００文）
　江戸初期から中期にかけての
金１両（４０００文）は１０万円に相
当する。当時は三貨（金貨、銀
貨、銭貨）は現代の円ドル相場の
ように変動相場制でしたので、江
戸と大坂では毎日相場が立ち、
取引が行われていた。幕府も市
場相場に任せていたようです。

参考


